
 

復生館から受け継がれる精神 

 

 

元治元年（1864 年），この吉田の地に復生館が設立されたのは，薩英戦争の翌年，明治

維新を迎える少し前のことです。川内彦左衛門らを教師として「漢・書・算・剣道」の 4教

科を五十余名の子弟が学んでいました。昔から吉田の人々は，学問を大切にし，心身ともに

鍛え励んできたことが今も復生館の精神として受け継がれています。また，吉田地域の高い

志は，本校の校章にも表現されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生きる力をもち かがやきあふれる吉田っ子の育成」    

昨年度、創立 150 周年の節目を終え、151 年の 

新たな一歩を踏み出した吉田小学校。 

これまで、学問と心身の鍛錬に取り組んできた先人 

たちの思いを受け継ぎ、多くの子供たちを育んでき 

ました。令和８年度も同様に，子供たちが困難な状況下 

におかれても、将来への夢や希望をもち、志高く社会の一 

員として生きていくことのできる力を育むことを私たちの務 

めとし，職員一同，教育活動に邁進して参ります。 

鹿児島市立吉田小学校 校長 曽山 志保 

・全体のひし形は，希望と誇り，強い意志を表す。 

・稲穂は校区の水田地帯を示し，「実るほど頭の垂れる稲穂かな」のような，心豊かで，自己

の成長と社会の発展に寄与する姿を表している。 

・6本の旭日は，昭和 6年の制定であること，力強く伸びる姿，自然の恵に感謝する心を現し

ている。 

人間（ひと）は善さを求める 人は練磨によりて仁（ひと）となる

創立１５０周年記念制作陶器
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